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足元で、原油価格は高値水準での推移となって
います。原油価格は、欧米がロシア産原油の禁輸
を検討していると報じられ、供給不足への懸念が
強まったことから、7日に、一時1バレル139米ドル
台と、約13年8ヵ月ぶりの高値を付けました。また、
天然ガスについても、調達環境の先行き不透明感
から、ロシアへの依存度が高い欧州市場において
価格が急騰しました。

米国がロシア産原油の輸入禁止を発表

ロシアはウクライナの原子力発電所への攻撃に
踏み切るなどウクライナ侵攻で攻勢を強めており、
各国はロシアへの制裁措置を強化しています。こ
れまで価格高騰につながりかねないとの懸念から、
エネルギー産業は制裁対象から外されていたもの
の、緊張感が一層高まっていることから、8日、バイ
デン米大統領はロシア産の原油、天然ガス、石炭
および関連製品の輸入を全面的に禁止することを
発表しました。また同日、英国政府もロシアからの
原油の輸入を段階的に減らし、年末までに停止す
ると発表しました。さらに、天然ガスについても輸入
依存度の引き下げの検討も行なうということです。

ドイツは慎重な姿勢を示す

米英がロシアのエネルギー産業への制裁に踏込
んだ背景には、同国からの輸入量が少ないという
事情があります。米国が2021年に輸入した原油・
石油製品に占めるロシア産の割合は7.9%、英国
も、原油の消費量のうちロシア産は8%程度となっ
ています。一方、欧州連合（EU）の中でもドイツは、

原油輸入量の3割ほどをロシアに頼っています。ド
イツは、ロシアに代わるエネルギー供給元の確保
に取り組むが、ロシアからのエネルギー輸入が当
面必要だとする声明を公表するなど、慎重な姿勢
をみせています。米国も同盟国に圧力をかけるこ
とはないと発表していることから、欧州諸国が米英
の動きに直ちに追随する可能性は低いとみられ、
今回の米英の発表による原油価格への影響は大
きくないとみられます。なお、EUは天然ガスについ
て、ロシア産への依存度を年内に約6割低下させ
る方針を発表しています。

高まるスタグフレーションへの懸念

原油高が続けば、ガソリンや合成樹脂などの幅
広い製品が値上がりし、世界的にインフレ圧力が
強まることで、世界経済の停滞とインフレが併存す
るスタグフレーションが引き起こされる可能性が懸
念されています。ロシアは、世界の原油生産量の
12％強、天然ガス生産量の17％弱（2020年時
点）を占めており、石油開発の投資が不足している
ことなどを背景に、世界で石油の増産余地は大き
くないことから、ロシア生産分を埋め合わせることは
難しいと言われています。

なお9日には、石油輸出国機構（OPEC）内で増
産の声が上がったことなどを背景に、原油価格が
大幅に下落し、インフレへの警戒感はひとまず和ら
ぎました。引き続きOPECでの増産についての議
論やロシアとウクライナの停戦協議の動向が注目
されます。

●上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。

高値水準で推移する原油価格

（公益財団法人国際金融情報センターほか信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

原油価格の推移 ロシアの輸出品目内訳と輸出相手国比率

2008年1月2日～2022年3月9日
（米ドル／バレル）

WTI原油先物価格
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※四捨五入の関係で合計が100％とならない場合があります。


